
I
N
l

広報まつのやま〔12〕

ま申告と納
こ内6カ月

相
続
と
税
金

　
相
続
税
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
財

産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
も
ら
っ

た
人
な
ど
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
し
か
し
、
も
ら
っ
た
財
産
の
総
て

に
か
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
続
人
の
遺
産
の
総
額
か
ら
非
課

税
財
産
及
び
債
務
や
葬
式
費
用
を
差

し
引
い
た
正
味
の
遺
産
額
が
基
礎
控

除
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
そ
の
超

え
た
額
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
基
礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と
四

百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛
け

た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。
な
お
、

相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
死
亡
し

た
日
の
翌
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
税

務
署
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

金の預け
円まで300

貯
金
と
税
金

　
私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入
資
金
や

思
い
が
け
な
い
出
費
な
ど
に
備
え
て
、

預
金
を
し
た
り
公
社
債
を
買
う
な
ど

し
て
貯
蓄
を
し
て
い
ま
す
。

　
預
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子

所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す

が
、
↓
定
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
非
課
税
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
ま

す
。　

そ
の
ほ
か
、
郵
便
貯
金
の
利
子
に

は
原
則
と
し
て
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
が
三
百
万
円
ま
で
と
い
う
預
け
入

れ
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
故
意

又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
こ
の
制

限
を
超
え
た
部
分
の
利
子
に
つ
い
て

は
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

新
潟
県
芸
術
祭

文
芸
部
門
の
作
晶
募
集

　
作
品
発
表
の
場
を
提
供
し
、
県
文

芸
の
振
興
を
図
る
た
め
県
教
育
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
昭
和
五
十
九
年

度
新
潟
県
芸
術
祭
文
芸
部
門
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
種
目

○
小
説
（
一
般
・
高
校
）

　
一
般
の
部
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

　
五
十
枚
以
内
、
高
校
の
部
は
二
十

枚
以
内
。

○
詩
　
　
（
一
般
⊥
口
同
校
）

○
短
歌
（
一
般
・
高
校
）

○
俳
句
（
一
般
・
高
校
）

○
川
柳
（
一
般
・
高
校
）

　
一
人
新
作
五
句
を
一
編
と
し
て
審

査
す
る
。

▽
応
募
締
切
り

　
十
月
九
日
（
火
）
消
印
有
効

▽
あ
て
先

51

新
潟
市
一
番
堀
通
町
、
県
庁
第
二

　〒
分
館
・
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政

　
課
。
封
筒
表
面
に
「
県
芸
術
祭
文

　
芸
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
書
す
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
教
育

　
庁
文
化
行
政
課
費
〇
二
五
二
ー
二

　
三
ー
五
五
】
一
内
線
三
六
七
四
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
．

で騒音防止を〃

㊦∈）

Q

o

人ひとりのマナ
　
最
近
、
商
業
宣
伝
用
の
拡
声
機
騒
音
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
営
業
に
拡
声
機
を
使
う
万
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
よ
う
。

●
音
が
必
要
以
上
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ボ
リ
ュ

　
ー
ム
を
し
ぽ
り
ま
し
よ
う
。

●
休
み
な
く
く
り
返
す
放
送
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
き
れ
い
な
音
を
流
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

●
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
時
間
・
音
量
な
ど
を

　
守
り
ま
し
よ
う
。

　
聞
く
人
に
不
快
感
を
与
え
る
よ
う
な
拡
声
機
の
使
い

万
は
、
あ
な
た
の
商
売
に
と
っ
て
、
決
し
て
ブ
ラ
ス
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
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上
越
教
育
大
の
学
生
演
奏
会

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
　
　
　
　
　
児
童
・
生
徒
生
の
音
楽
を
鑑
賞

　
生
の
演
奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
、
へ
き
地
の
子
ど
も
達
に
と
、
上

越
教
育
大
学
の
学
生
に
よ
る
演
奏
会

が
九
月
二
十
六
日
町
民
体
育
館
で
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
小
中
学

校
の
子
ど
も
達
が
鑑
賞
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
町
教
育
委
員
会
と
町
学
校
教
育
重

点
施
策
推
進
委
員
会
で
は
、
生
の
音

楽
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
明
る
く
豊

か
な
心
情
を
育
て
た
い
と
、
上
越
教

育
大
に
演
奏
の
依
頼
を
し
て
い
た
も

の
で
、
こ
の
ほ
ど
学
生
教
育
の
㎝
環

と
し
て
出
張
演
奏
が
決
ま
っ
た
。

　
演
奏
者
は
、
学
生
六
十
人
と
教
官

六
人
の
大
編
成
で
、
吹
奏
楽
・
弦
楽

合
唱
・
ピ
ア
ノ
独
奏
な
ど
一
時
間
半

の
予
定
。

　
こ
の
演
奏
会
は
無
料
で
す
。
高
校

生
、
一
般
の
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

生
の
演
奏
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

▽
日
時
・
九
月
二
十
六
日
（
水
）

　
　
午
後
二
時
よ
り
三
時
半
ま
で

▽
場
所
・
松
之
山
町
民
体
育
館

▽
演
奏
曲
目

○
声
楽

　
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
・
野
ば
ら
外

　
バ
ワ
ト
ン
独
唱
・
荒
城
の
月
外

○
器
楽

　
ピ
ア
ノ
独
奏
・
乙
女
の
祈
り
外

o
混
成
合
唱
・
流
浪
の
民
外

o
弦
楽
合
唱
・
子
守
歌
外

o
吹
奏
楽
・
ラ
デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
外

暑
¢

ダ
！

隷
．
諭
、

憂
ズ〔3〕広報まつのやま

水田利用再編対策

都会の子供たちが
　松之山の自然を肌で体験

実施率103．4％で目標達成

84．4ヘクタールの転作
　
「
夏
の
冒
険
学
校
」
が
八
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
大
厳

寺
高
原
で
開
か
れ
る
。

　
松
之
山
の
子
供
た
ち
も
、
最
近
自

然
体
験
が
少
く
な
く
な
っ
て
き
て
い

か
ら
、
こ
の
冒
険
学
校
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
都
会
の
子
供
た
ち

　
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
こ
の
冒
険
学
校
は
、
東
京
の
「
冒

険
学
校
全
国
セ
ン
タ
ー
」
が
主
催
す

　
る
も
の
で
、
自
然
の
少
な
い
都
会
の

　
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
春
休
み
と
夏

　
休
み
を
利
用
し
て
こ
の
十
年
間
全
国

　
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ
と
で

　
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、
優
し
さ

を
肌
で
体
験
さ
せ
、
団
体
活
動
、
協

　
調
性
、
自
主
性
な
ど
を
学
ば
せ
教
育

　
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
参
加
者
は
、
東
京
地
区
の
小
学
校

　
今
年
か
ら
第
三
期
の
水
田
利
用
再

編
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
、
町
で
は
農

家
の
自
主
的
な
計
画
に
よ
り
転
作
事

業
を
す
す
め
て
き
た
が
、
さ
き
ご
ろ

そ
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
た
。

　
集
計
の
結
果
、
転
作
・
通
年
施
行
・

カ
ン
ト
（
定
着
分
）
の
合
計
が
八
四
・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
目
標
面
積

八
丁
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
、
達

成
率
一
〇
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

た
。

　
米
の
売
り
渡
し
が
限
度
数
量
に
満

た
な
い
こ
と
、
第
三
期
対
策
で
は
奨

励
金
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
町
で
は
農
地
を
有
効
に
利
用
し

た
複
合
農
業
の
確
立
を
す
す
め
て
い
る
。

（7月24日現在）転作実施面積

一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の

八
十
人
と
、
松
之
山
の
小
学
校
六
年

生
十
人
、
中
学
生
十
人
の
合
計
百
人
。

　
夏
の
冒
険
学
校
は
、
既
設
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
な
く
、
原
生
林
の
中
で
キ

ャ
ン
プ
を
行
な
い
、
テ
ン
ト
設
営
の

場
所
選
び
か
ら
炊
事
場
、
ト
イ
レ
造

り
を
す
べ
て
自
分
た
ち
で
や
り
、
イ

モ
掘
り
や
魚
つ
り
で
食
糧
を
調
達
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
昆
虫
と
り
、
探
鳥
会
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
楽
し
い
行
事
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
春
の
冒
険
学
校
が
三
月
二
十
九
日

か
ら
四
日
間
、
五
メ
ー
ト
ル
の
豪
雪

の
松
之
山
で
行
な
わ
れ
、
雪
国
の
生

活
体
険
が
大
変
に
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
夏
の
冒
険
学
校
が
開
校
さ
れ

る
も
の
で
、
春
に
続
き
二
回
目
と
な

る
。

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
月
9
日
安
塚
町
で

　
九
月
九
日
は
救
急
の
日
。
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
救
急
医
療
週
間
で
す

が
、
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は

「
一
人
ひ
と
り
が
万
一
に
そ
な
え
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
安
塚
町
で
救
急
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
救
急
医
療
の
広
場
を

開
催
す
る
。

　
こ
の
祭
典
は
、
救
急
の
日
、
救
急

医
療
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
救

急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
住
民

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
九
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
安
塚
町
民
会
館
と
安
塚
町
役

場
を
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
多
数
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
不
快
指
数

　
暑
さ
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
気

温
の
高
さ
で
決
ま
り
ま
す
が
、
実
際

に
体
で
感
じ
る
暑
さ
は
、
湿
度
や
風

の
影
響
で
必
ず
し
も
気
温
ど
お
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
体
感
温
度

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
体
感
温
度
の
考
え
方
を
と
り

入
れ
た
の
が
不
快
指
数
で
、
気
温
と

湿
度
に
よ
っ
て
生
活
上
、
不
快
を
か

ん
じ
る
度
合
い
を
数
値
で
示
し
た
も

の
で
す
。

　
ど
の
く
ら
い
の
指
数
で
不
快
を
感

じ
る
か
と
い
う
と
、
七
十
を
超
え
る

と
や
や
不
快
を
感
じ
は
じ
め
、
七
十

五
で
は
半
数
が
不
快
、
八
十
を
超
す

と
ほ
ぼ
全
員
が
不
快
と
感
じ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
最
近
は
エ
ア
コ
ン
の
普

及
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
快
・
不

快
の
感
じ
方
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ク
ー
ラ
ー
の
き
い
て
い

る
快
適
な
部
屋
か
ら
い
っ
た
ん
外
に

出
る
と
、
外
に
ず
っ
と
い
る
と
き
に

感
じ
る
不
快
感
よ
り
も
、
よ
り
い
っ

そ
う
不
快
感
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
操
り
返
し
で
い
る
と

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
崩
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

気
持
の
い
い
汗
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
内
の
学
生
四
〇
〇
人
合
宿

　
今
年
も
七
月
二
十
五
日
か
ら
、
学

生
の
夏
季
合
宿
が
始
ま
り
、
恵
ま
れ

た
松
之
山
の
自
然
環
境
の
中
で
、
気

持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

　
町
観
光
協
会
で
は
、
豊
か
な
大
自

然
の
中
で
、
都
会
の
学
生
か
ら
合
宿

を
し
て
も
ら
い
、
観
光
産
業
の
発
展

と
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
十

年
前
か
ら
合
宿
の
受
け
入
れ
を
行
な

つ
て
い
る
。

　
合
宿
を
す
る
の
は
、
青
山
学
院
大

東
京
工
大
、
造
形
大
、
都
立
城
北
高

校
、
東
京
高
校
、
岩
倉
高
校
な
ど
東

京
都
内
の
学
校
が
ほ
と
ん
ど
。

　
夏
休
み
の
一
か
月
間
に
約
四
百
人

が
訪
れ
、
合
宿
日
数
は
平
均
五
日
間

で
延
人
数
は
二
千
人
に
の
ぽ
る
。

　
合
宿
種
目
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

水
泳
、
少
林
寺
拳
法
、
ダ
ン
ス
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
で
い
る
。

　
体
育
施
設
は
、
町
民
体
育
館
、
学

校
体
育
館
、
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

プ
ー
ル
を
使
用
、
宿
舎
は
中
学
校
の

寄
宿
舎
と
温
泉
旅
館
を
利
用
し
、
学

生
の
一
日
の
負
担
は
、
三
千
九
百
円

か
ら
四
千
三
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
の
決
算
に
よ
る
と
、
合
宿
の

延
人
員
は
二
千
五
十
八
人
で
、
体
育

施
設
の
使
用
料
と
寄
宿
舎
の
使
用
料

で
四
十
三
万
円
、
そ
の
外
町
¢
一
般

会
計
に
五
十
万
円
繰
入
れ
さ
れ
て
い

る
。

部　落　名 実施戸数 目標面積 転作面積 達成率
松　之　山 24 315a 324．6a 103．0％

兎　　　口 6 67 69．4 103．5

光　　　間 8 94 96．2 102．3

新　　　山 6 45 49．8 110．6

水　　　梨 24 273 279．2 102．3

小　　　谷 ll 195 199．9 102．5

大　荒　戸 17 190 194．6 102．4

下　川　手 18 120 125．9 104．9

上　川　手 31 325 332．9 102．4

湯　　　山 19 223 227．7 102．1

湯　　　本． 18 142 148．1 104．2

天　水　越 39 510 523．3 102．6

天　水　島 30 840 867．0 103．2

藤　　　倉 12 ．250 259．4 103．7

中　　　尾 15 210 215．2 102．5

東　　　川 14 76 80．6 106．0

上　蝦　池 18 257 263．2 102．4

下　蝦　池 5 55 59．6 108．3

五十子平 ll 83 88．8 106．9

坪　　　野 5 110 114．4 104．0

赤　　　倉 5 135 137．0 101．4

東　　　山 4 51 55．9 109．6

小　　　計 340 4，580 4，712．7 103．5

藤　　　原 4 45 47．O 104．4

曽　　　根 19 250 266．6 106．6

新　　　田 12 160 ユ68．3 105．1

上　之　山 13 198 202．4 102．2

湯　之　島 20 175 180．5 103．1

中　立　山 11 670 709．9 105．9

田　麦　立 14 405 413．2 102．2

月　　　池 6 220 225．7 102．5

坂　　　中 5 128 131．1 102．4

豊　　　田 20 423 441．2 104．3

北　浦　田 18 380 389．8 102．5

西　之　前 15 145 149．5 103．1

黒　　　倉 23 395 403．5 102．1

小　　　計 180 3，580 3，728．7 104．1

合　　　計 520 8，160 8，441．4 103．4
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上
越
教
育
大
の
学
生
演
奏
会

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
　
　
　
　
　
児
童
・
生
徒
生
の
音
楽
を
鑑
賞

　
生
の
演
奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
、
へ
き
地
の
子
ど
も
達
に
と
、
上

越
教
育
大
学
の
学
生
に
よ
る
演
奏
会

が
九
月
二
十
六
日
町
民
体
育
館
で
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
小
中
学

校
の
子
ど
も
達
が
鑑
賞
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
町
教
育
委
員
会
と
町
学
校
教
育
重

点
施
策
推
進
委
員
会
で
は
、
生
の
音

楽
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
明
る
く
豊

か
な
心
情
を
育
て
た
い
と
、
上
越
教

育
大
に
演
奏
の
依
頼
を
し
て
い
た
も

の
で
、
こ
の
ほ
ど
学
生
教
育
の
㎝
環

と
し
て
出
張
演
奏
が
決
ま
っ
た
。

　
演
奏
者
は
、
学
生
六
十
人
と
教
官

六
人
の
大
編
成
で
、
吹
奏
楽
・
弦
楽

合
唱
・
ピ
ア
ノ
独
奏
な
ど
一
時
間
半

の
予
定
。

　
こ
の
演
奏
会
は
無
料
で
す
。
高
校

生
、
一
般
の
方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

生
の
演
奏
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

▽
日
時
・
九
月
二
十
六
日
（
水
）

　
　
午
後
二
時
よ
り
三
時
半
ま
で

▽
場
所
・
松
之
山
町
民
体
育
館

▽
演
奏
曲
目

○
声
楽

　
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
・
野
ば
ら
外

　
バ
ワ
ト
ン
独
唱
・
荒
城
の
月
外

○
器
楽

　
ピ
ア
ノ
独
奏
・
乙
女
の
祈
り
外

o
混
成
合
唱
・
流
浪
の
民
外

o
弦
楽
合
唱
・
子
守
歌
外

o
吹
奏
楽
・
ラ
デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
外

暑
¢

ダ
！

隷
．
諭
、

憂
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水田利用再編対策

都会の子供たちが
　松之山の自然を肌で体験

実施率103．4％で目標達成

84．4ヘクタールの転作
　
「
夏
の
冒
険
学
校
」
が
八
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
大
厳

寺
高
原
で
開
か
れ
る
。

　
松
之
山
の
子
供
た
ち
も
、
最
近
自

然
体
験
が
少
く
な
く
な
っ
て
き
て
い

か
ら
、
こ
の
冒
険
学
校
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
都
会
の
子
供
た
ち

　
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
こ
の
冒
険
学
校
は
、
東
京
の
「
冒

険
学
校
全
国
セ
ン
タ
ー
」
が
主
催
す

　
る
も
の
で
、
自
然
の
少
な
い
都
会
の

　
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
春
休
み
と
夏

　
休
み
を
利
用
し
て
こ
の
十
年
間
全
国

　
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
”
自
然
こ
そ
教
師
”
と
い
う
こ
と
で

　
自
然
の
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、
優
し
さ

を
肌
で
体
験
さ
せ
、
団
体
活
動
、
協

　
調
性
、
自
主
性
な
ど
を
学
ば
せ
教
育

　
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
参
加
者
は
、
東
京
地
区
の
小
学
校

　
今
年
か
ら
第
三
期
の
水
田
利
用
再

編
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
、
町
で
は
農

家
の
自
主
的
な
計
画
に
よ
り
転
作
事

業
を
す
す
め
て
き
た
が
、
さ
き
ご
ろ

そ
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
た
。

　
集
計
の
結
果
、
転
作
・
通
年
施
行
・

カ
ン
ト
（
定
着
分
）
の
合
計
が
八
四
・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
目
標
面
積

八
丁
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
、
達

成
率
一
〇
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

た
。

　
米
の
売
り
渡
し
が
限
度
数
量
に
満

た
な
い
こ
と
、
第
三
期
対
策
で
は
奨

励
金
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
町
で
は
農
地
を
有
効
に
利
用
し

た
複
合
農
業
の
確
立
を
す
す
め
て
い
る
。

（7月24日現在）転作実施面積

一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の

八
十
人
と
、
松
之
山
の
小
学
校
六
年

生
十
人
、
中
学
生
十
人
の
合
計
百
人
。

　
夏
の
冒
険
学
校
は
、
既
設
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
な
く
、
原
生
林
の
中
で
キ

ャ
ン
プ
を
行
な
い
、
テ
ン
ト
設
営
の

場
所
選
び
か
ら
炊
事
場
、
ト
イ
レ
造

り
を
す
べ
て
自
分
た
ち
で
や
り
、
イ

モ
掘
り
や
魚
つ
り
で
食
糧
を
調
達
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
昆
虫
と
り
、
探
鳥
会
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
楽
し
い
行
事
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
春
の
冒
険
学
校
が
三
月
二
十
九
日

か
ら
四
日
間
、
五
メ
ー
ト
ル
の
豪
雪

の
松
之
山
で
行
な
わ
れ
、
雪
国
の
生

活
体
険
が
大
変
に
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
夏
の
冒
険
学
校
が
開
校
さ
れ

る
も
の
で
、
春
に
続
き
二
回
目
と
な

る
。

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
月
9
日
安
塚
町
で

　
九
月
九
日
は
救
急
の
日
。
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
救
急
医
療
週
間
で
す

が
、
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は

「
一
人
ひ
と
り
が
万
一
に
そ
な
え
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
安
塚
町
で
救
急
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
救
急
医
療
の
広
場
を

開
催
す
る
。

　
こ
の
祭
典
は
、
救
急
の
日
、
救
急

医
療
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
救

急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
住
民

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
九
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
安
塚
町
民
会
館
と
安
塚
町
役

場
を
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
多
数
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
不
快
指
数

　
暑
さ
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
気

温
の
高
さ
で
決
ま
り
ま
す
が
、
実
際

に
体
で
感
じ
る
暑
さ
は
、
湿
度
や
風

の
影
響
で
必
ず
し
も
気
温
ど
お
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
体
感
温
度

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
体
感
温
度
の
考
え
方
を
と
り

入
れ
た
の
が
不
快
指
数
で
、
気
温
と

湿
度
に
よ
っ
て
生
活
上
、
不
快
を
か

ん
じ
る
度
合
い
を
数
値
で
示
し
た
も

の
で
す
。

　
ど
の
く
ら
い
の
指
数
で
不
快
を
感

じ
る
か
と
い
う
と
、
七
十
を
超
え
る

と
や
や
不
快
を
感
じ
は
じ
め
、
七
十

五
で
は
半
数
が
不
快
、
八
十
を
超
す

と
ほ
ぼ
全
員
が
不
快
と
感
じ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
最
近
は
エ
ア
コ
ン
の
普

及
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
快
・
不

快
の
感
じ
方
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ク
ー
ラ
ー
の
き
い
て
い

る
快
適
な
部
屋
か
ら
い
っ
た
ん
外
に

出
る
と
、
外
に
ず
っ
と
い
る
と
き
に

感
じ
る
不
快
感
よ
り
も
、
よ
り
い
っ

そ
う
不
快
感
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
操
り
返
し
で
い
る
と

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
崩
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

気
持
の
い
い
汗
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
内
の
学
生
四
〇
〇
人
合
宿

　
今
年
も
七
月
二
十
五
日
か
ら
、
学

生
の
夏
季
合
宿
が
始
ま
り
、
恵
ま
れ

た
松
之
山
の
自
然
環
境
の
中
で
、
気

持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

　
町
観
光
協
会
で
は
、
豊
か
な
大
自

然
の
中
で
、
都
会
の
学
生
か
ら
合
宿

を
し
て
も
ら
い
、
観
光
産
業
の
発
展

と
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
十

年
前
か
ら
合
宿
の
受
け
入
れ
を
行
な

つ
て
い
る
。

　
合
宿
を
す
る
の
は
、
青
山
学
院
大

東
京
工
大
、
造
形
大
、
都
立
城
北
高

校
、
東
京
高
校
、
岩
倉
高
校
な
ど
東

京
都
内
の
学
校
が
ほ
と
ん
ど
。

　
夏
休
み
の
一
か
月
間
に
約
四
百
人

が
訪
れ
、
合
宿
日
数
は
平
均
五
日
間

で
延
人
数
は
二
千
人
に
の
ぽ
る
。

　
合
宿
種
目
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

水
泳
、
少
林
寺
拳
法
、
ダ
ン
ス
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
で
い
る
。

　
体
育
施
設
は
、
町
民
体
育
館
、
学

校
体
育
館
、
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

プ
ー
ル
を
使
用
、
宿
舎
は
中
学
校
の

寄
宿
舎
と
温
泉
旅
館
を
利
用
し
、
学

生
の
一
日
の
負
担
は
、
三
千
九
百
円

か
ら
四
千
三
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
の
決
算
に
よ
る
と
、
合
宿
の

延
人
員
は
二
千
五
十
八
人
で
、
体
育

施
設
の
使
用
料
と
寄
宿
舎
の
使
用
料

で
四
十
三
万
円
、
そ
の
外
町
¢
一
般

会
計
に
五
十
万
円
繰
入
れ
さ
れ
て
い

る
。

部　落　名 実施戸数 目標面積 転作面積 達成率
松　之　山 24 315a 324．6a 103．0％

兎　　　口 6 67 69．4 103．5

光　　　間 8 94 96．2 102．3

新　　　山 6 45 49．8 110．6

水　　　梨 24 273 279．2 102．3

小　　　谷 ll 195 199．9 102．5

大　荒　戸 17 190 194．6 102．4

下　川　手 18 120 125．9 104．9

上　川　手 31 325 332．9 102．4

湯　　　山 19 223 227．7 102．1

湯　　　本． 18 142 148．1 104．2

天　水　越 39 510 523．3 102．6

天　水　島 30 840 867．0 103．2

藤　　　倉 12 ．250 259．4 103．7

中　　　尾 15 210 215．2 102．5

東　　　川 14 76 80．6 106．0

上　蝦　池 18 257 263．2 102．4

下　蝦　池 5 55 59．6 108．3

五十子平 ll 83 88．8 106．9

坪　　　野 5 110 114．4 104．0

赤　　　倉 5 135 137．0 101．4

東　　　山 4 51 55．9 109．6

小　　　計 340 4，580 4，712．7 103．5

藤　　　原 4 45 47．O 104．4

曽　　　根 19 250 266．6 106．6

新　　　田 12 160 ユ68．3 105．1

上　之　山 13 198 202．4 102．2

湯　之　島 20 175 180．5 103．1

中　立　山 11 670 709．9 105．9

田　麦　立 14 405 413．2 102．2

月　　　池 6 220 225．7 102．5

坂　　　中 5 128 131．1 102．4

豊　　　田 20 423 441．2 104．3

北　浦　田 18 380 389．8 102．5

西　之　前 15 145 149．5 103．1

黒　　　倉 23 395 403．5 102．1

小　　　計 180 3，580 3，728．7 104．1

合　　　計 520 8，160 8，441．4 103．4
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第9回町民体育大会

布川チーム

勝松里チーム
勝
優

優
準

　
「
連
体
か
ら
創
造
へ
の
躍
進
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
九
回
町
民
体
育
大

会
が
七
月
二
十
九
日
松
之
山
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
村
山
町
長
さ

ん
が
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

タ
の
開
会
式
が
今
日
二
十
九
日
午
前

八
時
半
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
時
も

同
じ
く
町
民
大
会
が
行
わ
れ
、
記
念

の
大
会
と
な
っ
た
の
で
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
今
日
一
日
の
ス
ポ
ー
ツ
で
な

く
こ
の
大
会
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
、

　
町
商
工
会
で
は
松
之
山
温
泉
の
パ

ッ
ク
詰
め
を
開
発
し
、
こ
の
ほ
ど
温

泉
街
の
み
や
げ
品
店
と
温
泉
旅
館
で

発
売
を
初
め
た
。

「
天
下
の
名
湯
松
之
山
温
泉
し
を
商

標
に
二
十
リ
ッ
ト
ル
詰
め
と
し
て
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
入
り
一
個
一
、
三
〇
〇
円
。

　
こ
の
パ
ッ
タ
詰
め
の
温
泉
は
浴
用

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
発
送
も
し
て

く
れ
る
。
お
み
や
げ
用
に
も
お
使
い

下
さ
い
と
、
発
売
元
の
商
工
会
で
は

P
R
し
て
い
る
。

　
松
之
山
温
泉
は
南
北
朝
時
代
の
正

平
年
間
（
今
か
ら
六
百
三
十
年
前
）
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
の
あ
る
温
泉
。

　
泉
質
は
含
ホ
ウ
酸
塩
化
土
類
食
塩

泉
で
九
五
度
。
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
炎
、

創
傷
、
痛
風
、
皮
膚
病
、
婦
人
病
な

ど
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
日
本

三
大
名
湯
と
い
わ
れ
て
い
る
。

村
お
こ
し
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
の
べ
た
。

　
競
技
は
今
年
巖
高
温
度
（
三
十
四

度
）
の
炎
天
下
で
十
一
種
目
に
一
千

五
百
人
の
選
手
が
参
加
、
五
地
区
の

対
抗
戦
で
行
わ
れ
た
。

　
砲
丸
投
げ
（
三
十
～
四
十
歳
）
で

高
橋
英
司
選
手
が
十
三
・
三
四
メ
ー

ト
ル
、
三
キ
ロ
ロ
ー
ド
（
高
校
男
子
）

で
相
沢
義
和
選
手
が
十
分
十
五
秒
で

そ
れ
ぞ
れ
大
会
新
記
録
を
だ
し
た
。

パック詰で発売

　
開
会
式
で
こ
の
一
年
間
体
育
で
活

躍
さ
れ
た
中
学
生
二
人
に
奨
励
賞
が

高
校
生
五
人
に
優
秀
競
技
者
賞
が
町

体
育
協
会
か
ら
贈
ら
れ
た
。

　
今
年
の
大
会
は
各
チ
ー
ム
と
も
よ

く
頑
張
り
、
最
後
の
ワ
レ
ー
ま
で
優

勝
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
激
戦
と
な

り
大
会
を
盛
り
あ
げ
た
。

　
総
合
成
績
は
一
位
布
川
、
二
位
松

里
、
三
位
松
之
山
、
四
位
浦
田
、
五

位
三
省
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。

各地区の旗を先頭に入場行進

緊張した競技のあい間に、婦人会（400人）による民謡踊り

ガ鱗

嗣出

1・野塚修腹

　（上籔池）

相沢義和く
　　　　ん
　（下籔池）

柳隆晃玩

　（湯本）

柳一成玩

　（湯本）

石塚佳子荒

　（田麦立）

布施政子曳

　（黒倉）

雛』山盗■

村山知子曳

　（松之山）

　
三
月
十
九
日
、
群
馬
県
片
品
高
原

で
行
わ
れ
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
十

キ
ロ
）
で
七
位
入
賞
。

　
県
中
学
総
合
体
育
大
会
陸
上
千
五

百
と
三
千
麿
で
優
勝
。
全
国
中
学
陸

上
大
会
三
千
麿
で
八
位
。
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
千
厨
で
三
位
。

　
県
高
校
総
体
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
六

位
入
賞
。
県
高
校
春
季
大
会
の
ス
ラ

ロ
ー
ム
で
優
勝
。
全
国
高
校
ス
キ
ー
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。

　
県
高
校
総
体
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
三

位
、
シ
ァ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
で

五
位
。
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
の
ス

ラ
ロ
ー
ム
で
十
九
位
。

　
県
高
校
総
体
の
や
り
投
げ
で
五
位
。

県
高
校
秋
季
大
会
の
や
り
投
げ
で
二

位
。
県
高
校
五
十
八
年
度
ラ
ン
キ
ン

グ
や
り
投
げ
で
六
位
。

　
県
高
校
総
体
の
や
り
投
げ
で
優
勝
。

県
高
校
秋
季
大
会
の
砲
丸
投
げ
で
二

位
。
県
高
校
五
十
八
年
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
砲
丸
投
げ
六
位
や
り
投
げ
三
位
。

　
県
高
校
大
会
（
国
体
予
選
）
の
四

百
厨
で
四
位
、
八
百
層
で
優
勝
。
県

高
校
五
十
八
年
度
ラ
ン
キ
ン
グ
四
百

硫
九
位
、
八
百
層
六
位
。

百
メ
ー
ト
ル

▽
小
女
一
組
・
①
高
橋
美
代
子
（
松

里
）
②
保
坂
久
美
子
（
浦
田
）
③

　
中
島
純
子
（
三
省
）

▽
小
女
二
組
・
①
柳
川
さ
お
り
（
松

　
之
山
）
②
高
橋
千
津
（
松
里
）
③

　
山
口
聡
子
（
浦
田
）
．

▽
中
女
一
組
・
①
和
久
井
愛
子
（
三

　
省
）
②
高
橋
雅
美
（
松
里
）
③
小

　
堺
モ
ト
子
（
浦
田
〉

▽
中
女
二
組
・
①
田
辺
真
由
美
（
松

　
之
山
）
②
竹
内
由
可
里
（
浦
田
）

　
③
佐
藤
由
生
（
松
里
）

▽
高
女
一
組
・
①
村
山
知
子
（
松
之

　
山
）
②
石
塚
佳
子
（
浦
田
）
③
長

　
沢
佳
世
（
松
里
）

▽
高
女
二
組
・
①
小
野
塚
美
由
紀
（
布

　
川
）
②
久
保
田
栄
子
（
浦
田
）
③

　
関
谷
裕
子
（
松
之
山
）

▽
小
男
一
組
・
①
佐
藤
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松
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②
本
山
修
（
浦
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③
小
林
敏
之

　
（
布
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）
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小
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①
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（
浦
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▽
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▽
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回
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ま
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レ
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①
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②
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里
③
松
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山
④
浦
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⑤
布
川

砲
丸
投
げ

▽
三
十
歳
以
内
・
①
小
野
塚
勝
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（
布

　
川
）
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志
賀
英
一
（
松
之
山
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③

　
福
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正
志
（
松
里
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▽
三
十
～
四
十
歳
・
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橋
英
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（
松
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松
里
）
③

　
松
沢
佳
長
（
松
之
山
）

▽
四
十
一
歳
以
上
・
①
佐
藤
義
徳
（
浦

　
田
）
②
福
原
俊
彦
（
三
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③
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原
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三
省
）

　
綱
引
き

　
①
布
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②
浦
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③
松
之
山
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松
里
、

　
三
省

　
玉
は
こ
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リ
レ
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①
浦
田
②
松
之
山
③
松
里
、
布
川

　
走
れ
銀
輪

　
①
松
之
山
②
浦
田
③
三
省
④
松
里

　
⑤
布
川

　
リ
レ
監

▽
女
子
・
①
松
里
②
浦
田
③
松
之
山

▽
男
子
・
①
布
川
②
松
里
③
松
之
山
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第9回町民体育大会

布川チーム

勝松里チーム
勝
優

優
準

　
「
連
体
か
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創
造
へ
の
躍
進
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
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第
九
回
町
民
体
育
大

会
が
七
月
二
十
九
日
松
之
山
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
開
会
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村
山
町
長
さ

ん
が
「
ロ
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ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

タ
の
開
会
式
が
今
日
二
十
九
日
午
前

八
時
半
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
時
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同
じ
く
町
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大
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行
わ
れ
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記
念
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大
会
と
な
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た
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頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
今
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日
の
ス
ポ
ー
ツ
で
な

く
こ
の
大
会
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通
じ
て
地
域
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く
り
、

　
町
商
工
会
で
は
松
之
山
温
泉
の
パ

ッ
ク
詰
め
を
開
発
し
、
こ
の
ほ
ど
温

泉
街
の
み
や
げ
品
店
と
温
泉
旅
館
で

発
売
を
初
め
た
。

「
天
下
の
名
湯
松
之
山
温
泉
し
を
商

標
に
二
十
リ
ッ
ト
ル
詰
め
と
し
て
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
入
り
一
個
一
、
三
〇
〇
円
。

　
こ
の
パ
ッ
タ
詰
め
の
温
泉
は
浴
用

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
発
送
も
し
て

く
れ
る
。
お
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や
げ
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も
お
使
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下
さ
い
と
、
発
売
元
の
商
工
会
で
は

P
R
し
て
い
る
。

　
松
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山
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南
北
朝
時
代
の
正
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六
百
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十
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前
）
か

ら
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
の
あ
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温
泉
。
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含
ホ
ウ
酸
塩
化
土
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食
塩

泉
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九
五
度
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ウ
マ
チ
、
神
経
炎
、

創
傷
、
痛
風
、
皮
膚
病
、
婦
人
病
な

ど
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
日
本

三
大
名
湯
と
い
わ
れ
て
い
る
。

村
お
こ
し
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
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べ
た
。
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三
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四
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一
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千
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百
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加
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五
地
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司
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男
二
組
・
①
佐
藤
隆
（
松
里
）

　
②
高
橋
匡
之
（
三
省
）
③
本
山
政

　
男
（
浦
田
）

▽
中
男
一
組
・
①
高
橋
孝
夫
（
松
里
）

　
②
保
坂
邦
治
（
浦
田
）
③
高
橋
修

　
治
（
松
之
山
）

▽
中
男
二
組
・
①
佐
藤
一
徳
（
松
里
）

②
相
沢
誠
（
三
省
）
③
津
端
純
（
松

之
山
）

▽
高
男
一
組
・
①
中
島
毅
（
三
省
）

②
小
堺
正
彦
（
浦
田
）
③
高
橋
人

巳
（
松
里
）

▽
高
男
二
組
・
①
佐
藤
正
（
松
里
）

②
津
端
斉
（
松
之
山
）
③
高
橋
浩

　
一
（
布
川
）

　
紅
白
玉
入
れ

▽
一
回
目
・
①
布
川
②
松
里
③
松
之

　
山
④
浦
田
⑤
三
省

▽
二
回
目
・
①
布
川
②
三
省
③
松
之

山
④
松
里
⑤
浦
田

　
三
キ
ロ
・
口
量
ド

▽
中
学
男
子
・
①
村
山
保
（
松
之
山
）

　
②
村
山
真
男
（
松
之
山
）
③
滝
沢

　
克
久
（
松
里
）
④
小
野
塚
敬
之
（
布

　
川
）
⑤
山
岸
直
道
（
松
之
山
）
⑥

　
福
原
秀
夫
（
布
川
）

▽
高
校
男
子
・
①
相
沢
義
和
（
布
川
）

　
②
相
沢
幸
一
（
三
省
〉
③
佐
藤
正

　
利
（
松
里
）
④
佐
藤
亘
（
松
里
）

　
⑤
保
坂
直
樹
（
浦
田
）
⑥
井
川
勝

　
博
（
布
川
）
、

▽
青
年
・
①
村
山
幸
夫
（
布
川
）
②

　
中
島
健
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（
三
省
）
③
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（
布
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④
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⑤
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⑥
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③
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⑤
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（
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．
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）

▽
中
学
女
子
・
①
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浦

　
田
）
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（
浦
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③
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浦
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①
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①
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①
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③
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③
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③
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松之山

子ども交歓会

〔7〕広報まつのやま

自
然
の
中
で
交
流
深
め
る

　
東
京
葛
飾
と
松
之
山
の
子
供
交
歓

会
が
八
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
松
之

山
町
で
行
わ
れ
交
流
を
深
め
た
。

　
こ
の
交
歓
会
に
参
加
し
た
児
童
は

葛
飾
区
の
四
年
か
ら
六
年
生
ま
で
の

男
女
三
十
三
名
と
町
内
の
．
五
年
生
四

＋
四
名
。

　
町
で
の
行
事
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
探
鳥
会
、
魚
つ
り
、
温
泉
入

浴
、
民
宿
、
川
遊
び
、
わ
ら
ぞ
う
り

造
り
な
ど
が
あ
り
、
葛
飾
の
子
供
達

は
松
之
山
の
自
然
の
中
で
昆
虫
や
植

物
採
集
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
あ

る
子
供
は
星
が
と
て
も
き
れ
い
に
見

え
、
そ
の
数
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

び
っ
く
り
し
て
い
た
。

　
期
問
中
天
候
に
恵
ま
れ
、
三
十
度

を
越
す
猛
暑
の
中
、
野
外
行
事
で
ま

っ
黒
に
日
焼
け
し
て
元
気
に
夏
休
み

の
思
い
出
を
つ
く
っ
た
。

　
来
年
春
に
は
、
町
の
五
年
生
全
員

が
修
学
旅
行
で
葛
飾
区
を
訪
問
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
厳
寺
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
学

校
が
夏
休
み
に
入
り
子
供
達
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
七
月
末
ま
で

に
一
千
人
が
訪
れ
て
お
り
、
八
月
の

予
約
も
一
千
人
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
利

用
客
は
二
千
人
に
の
ぽ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
は
町
内
や
上
越
地
方

の
学
校
や
子
供
会
な
ど
の
行
事
で
訪

れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ブ
ナ
の
原

生
林
に
か
こ
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
の

中
で
飯
ご
う
で
ご
は
ん
を
つ
く
っ
た

大厳寺高原キャンブ場

子供たちで賑わう

り
、
合
唱
な
ど
し
て
夜
遅
く
ま
で
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　
町
で
は
今
年
子
供
達
の
た
め
に
キ

ャ
ン
プ
場
に
砂
場
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

三
点
を
設
置
し
た
。

　
テ
ン
ト
の
使
用
料
は
六
人
用
］
千

円
、
十
人
用
一
千
百
円
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
三
千
九
百
円
で
キ
ャ
ン
プ
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
申
し
込
み
は
管
理
棟
（
蓬

来
館
）
盈
六
ー
こ
九
九
四
へ
。

7月23日松之山小学校の児童がキャンフ

初めての

花ひらく
介

係、分担を決めた。

キャンプファイヤーでは歌をうたったり、おどったり

友情の火は夜空をこがした．

堀
刀
菖
蒲
園
の
分
園

今
年
も
三
七
〇
株
移
植

　
昨
年
七
月
大
厳
寺
高
原
に
東
京
堀

切
菖
蒲
園
か
ら
花
菖
蒲
三
百
株
が
移

植
さ
れ
今
年
の
開
花
を
待
っ
て
い
た

が
、
豪
雪
の
た
め
予
想
よ
り
一
カ
月

も
遅
れ
て
八
月
に
は
い
っ
て
よ
う
や

お
化
け

葛
飾
区
役
所

公
園
課
で
は
初

て
い
た
が
、
あ
ま
り
の
成
育
の
遅
れ

を
心
配
し
て
七
月
二
十
七
日
来
町
し

た
。　

葛
飾
の
小
高
係
長
さ
ん
は
、
．
成
育

は
遅
れ
て
い
る
が
今
年
必
ら
ず
花
が

咲
く
の
で
心
配
な
い
、
来
年
に
な
れ

ば
株
も
大
き
く
な
り
見
事
な
花
が
咲

　
　
　
　
　
　
と
話
し
て
い
た
。

た
同
日
持
参
の
花
菖
蒲
二
十
三
種
三

百
七
十
株
を
移
植
し
て
く
れ
た
。

　
町
振
興
課
で
は
新
し
い
観
光
の
目

玉
に
と
こ
の
菖
蒲
園
に
木
道
、
敷
石
、

敷
砂
利
な
ど
を
入
れ
遊
歩
道
を
つ
く

き
ゆ
、
つ
り

　
　
胴
体
か
ら
豆
の
葉

　
こ
の
ほ
ど
松
之
山
小
の
児
童
が
胴

体
か
ら
葉
っ
ぱ
が
出
て
い
る
珍
ら
し

い
キ
ュ
ウ
リ
を
学
校
に
持
っ
て
来
て

話
題
に
な
っ
て

　
こ
の
キ
ュ
ウ
リ
は
上
川
手
の
佐
藤

和
美
さ
ん
が
自
家
用
に
植
え
た
七
本

の
中
の
｝
本
に
な
っ
た
も
の
。

　
松
之
山
小
の
平
原
校
長
先
生
は
”
胴

体
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
の
葉
が
出
た
と

よ
く
見
る
と
豆
の
葉
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
び
っ
く
り
し
た
。

の
な
り
初
め
に
近
く
に
あ
っ
た
豆
が

キ
ュ
ウ
リ
の
表
面
に
ゆ
着
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

に
し
て
も
た
い
へ
ん
珍
し
い
”
と
語

　
佐
藤
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
豆
類
は

近
く
に
は
植
え
て
な
い
と
い
い
、

思
議
な
話
で
あ
る
。
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の
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や
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。
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金で失敗しないために－
7サ

借りた金は返すもの■■レ無計画な借金は命取り

　
昨
年
十
一
月
に
、
貸
金
業
規
制
二

法
（
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
金
規
制
二
法
）

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
九
ヵ
月
。
貸
金

業
者
に
対
す
る
高
金
利
の
規
制
や
業

務
規
制
な
ど
が
効
果
を
徐
々
に
表
わ
し

業
界
の
体
質
に
は
向
上
の
動
き
が
み

え
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
返
済
で
き

な
い
ま
ま
金
利
が
か
さ
ん
で
生
活
に

破
た
ん
を
き
た
し
、
家
出
や
自
殺
と

借
り
た
金
は
、

い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
人
も
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
悲
劇
の
中
に
は
、
サ
ラ

金
に
つ
い
て
の
知
識
や
利
用
の
心
得

が
あ
れ
ば
防
ぎ
得
た
ケ
ー
ス
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
急
に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
サ
ラ
金
か
ら

借
り
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

早
く
、
一
度
に

　
　
　
全
額
返
済
が
理
想

　
ど
う
し
て
も
お
金
を
借
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず

金
利
の
低
い
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

を
利
用
す
る
方
法
を
考
え
、
サ
ラ
金

か
ら
は
必
要
最
低
限
を
借
り
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
毎
月
の
返
済
額
は
、
一
般
に
平
均

月
収
の
二
割
を
超
え
る
と
返
済
が
困

難
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
無
理

の
な
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
こ

契
約
内
容
、

れ
よ
り
低
目
に
と
ど
め
た
い
も
の
。

収
入
と
返
済
額
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く

考
え
ま
し
よ
う
。

　
返
済
が
遅
れ
る
と
利
息
が
か
さ
ん

で
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
借
入
期
問
は
で
き
る
だ
け
短
く

し
、
必
ず
そ
の
期
限
内
に
返
済
し
ま

し
ょ
う
。
と
に
か
く
借
り
た
お
金
は

で
き
る
だ
け
早
く
、
そ
れ
も
一
度
に

全
額
返
済
す
る
の
が
理
想
で
す
。

貸
付
条
件
は

　
　
　
し
つ
か
り
確
か
め
て

　
借
り
た
後
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
前
も
っ
て
契
約
書

を
よ
く
読
み
、
借
入
金
額
、
期
間
、

利
率
、
違
約
金
、
返
済
方
法
な
ど
を

十
分
確
か
め
た
上
で
署
名
、
押
印
す

る
こ
と
で
す
。
契
約
し
た
後
は
、
契

約
書
は
も
ち
ろ
ん
、
利
息
計
算
書
、

領
収
書
な
ど
を
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
必
ず
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
つ
。

借
り
る
と
き
は

　
　
　
「
貸
金
業
協
会
」

　
「
貨
金
業
協
会
」
と
い
う
、
サ
ラ

金
業
者
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
協
会
は
、
会
員
で
あ
る
サ
ラ

金
業
者
を
通
し
て
業
界
全
体
の
浄
化

と
質
の
向
上
を
目
指
す
都
道
府
県
知

事
の
認
可
を
受
け
た
公
益
法
人
で
す
。

過
剰
貸
付
を
防
止
し
、
適
正
な
営
業

を
行
う
よ
う
業
者
を
指
導
す
る
ほ
か
、

安易に保証人にならない

加
盟
業
者
か
ら

利
用
者
か
ら
の
苦
情
相
談
に
応
じ
た

り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
あ
た
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
に
所
属
し
て
い
る
場
合
、
業

者
は
事
務
所
の
看
板
に
そ
の
旨
を
明

記
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
業

者
を
選
ぶ
際
の
、
一
つ
の
目
安
に
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

してください。

　なお、保証人でない配偶者や親

族には、法律上、返済の義務はあ

りません。

　サラ金に関してトラブルが生じ

たときには、できるだけ早く、貸

金業協会や都道府県などの正規の

苦情相談室に直接相談するように

しましょう。
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　借金の保証人になるのは、借り

た人が返済できなくなったときに

代わって全額支払うことを意味し

ます。借りた人がどのような条件で

借りたかをよく確かめ、万が一の

の場合、代わって返済できるかどう

かを考えた上で保証人になるよう

にしましょう。知り合いからの電話

などで保証人になることを了解し

た場合にも、保証人として扱われ

ることがあるので注意が必要です。

　安易に保証人になったために財

産をすべて失ったり、家出や自殺

に追いこまれたケースもあります。

保証人になるときは、十分に注意

締めてね〃

シートベルト

　
八
月
一
H
か
ら
一
か
月
問
、
総
理

h府
・
敬
．
，
口
察
庁
∴
辿
輪
…
省
な
ど
の
ヒ
催

に
よ
り
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
琉
有
川
推
進

一連
動
」
が
一
行
わ
れ
て
い
よ
す
。

　
憂
は
特
さ
か
ら
来
る
心
身
の
疲
労

に
加
え
て
、
マ
イ
カ
ー
利
川
に
ょ
る

帰
省
の
機
会
も
多
く
な
り
、
例
年
交

通
喉
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
㎎
，
口
察
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、
h
父
一
週

喉
故
死
の
九
八
バ
ー
セ
ン
ト
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
．
て
い
な
く
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、
助
か
っ
た

と
旧
心
わ
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
川
に
よ
る
致
．
死

率
は
、
着
川
し
な
い
場
合
の
九
分
の

一
と
．
、
．
．
口
わ
れ
．
て
お
り
、
玖
“
川
し
．
て
い

れ
ば
．
免
亡
者
の
九
〇
バ
ー
セ
ン
ト
が

助
か
る
こ
と
に
な
り
去
す
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
、
て
面
倒
く
さ

い
」
　
－
き
ゅ
う
く
つ
だ
」
　
－
安
へ
志
連

転
を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
・
人
だ
」
な

ど
と
敬
速
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
交
通
喉
故
の
際
に
あ
な
た
の
何
よ

り
6
有
効
な
“
命
綱
”
と
な
っ
．
て
く

れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
耽
伯
川
は
、
い

圭
や
運
転
操
作
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
肝
に
銘
じ
て
く

だ
さ
い
。

三
味
線
教
室

素
人
の
入
門
者
歓
迎

▽
毎
月
二
回
・
月
謝
四
、
○
○
○
円

（
鍵
壌
朧
舞
）

▽
講
師
　
島
田
淡
駒
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
川
崎
市
在
住
）
、

（
轍
鰹
雛
難
）

▽
民
謡
三
味
線
を
・
．
土
体
に
初
歩
か
ら

　
て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
。

▽
三
味
線
の
な
“
方
に
は
保
証
品
を

　
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
（
中
古
も
有
り
）

▽
申
し
込
み
先

　
山
岸
　
貞
雄
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
費
六
⊥
6
一
三

　
久
保
田
茂
作
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
費
六
－
三
一
二
七
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食品衛生週間

8月6日～12日

食中毒の大部分は細菌で起こる

　最近の食中毒統計によれば、全国で年問に約
1，000件σ）食1い毒Ij輩故が発生してい圭すQ原因と

なった物質が判明した‘lf故では、腸炎ビブリオ、

ブドウ球菌、サルモネラなどσ）食中毒菌が8刷

から9割を占めています。

夏場に多い食中毒

　夏場0）高温多湿といった気候は、これら細菌

の増殖1、二適しています。このため、7月、8月、

9月σ）3カ・月問に発生する食中毒は年慣1発生イ牛

数0）約6割を占めており、この時期は食品α）偉／

生的な取扱いに特に注意する必要があります。

食中毒予防の3原則
　一般にカビの生えた食晶や腐ったものを食べ

なければ食中毒にはならないと思われています

が、食中毒細菌は増殖しても色やにおいに変化

はなく、知らずに食べて発病する場合がほとん

どです。

　したが一）て、食中毒を予防するためには次の

ようなことが・応要です。

①細菌を食品に付着させないこと。

②r旧に食べること。

③殺菌α）ため、十分に加熱し、保存する場合は

必ず10度以ドで冷蔵しておくこと。

　これをまとめて食中毒予防σ）3原IIり①清潔、

②じん速、③加熱または冷却とし・っています。

食中毒予防のポイント

　腸炎ビブリオは、夏場に日本近海でとれる魚

介類には必ず付着しているので、水でよく洗い、

，ilI昼，1理したらすぐに食べること。

　ブドウ球菌は、身体の表面や！1・，1しα）中に付着し

ている0）でrをよく洗うこと。

　サルモネラは、生肉などに付着しているので

よく加熱すること。これらが、食中毒予防のボ

イントです。、

　さらに、ネズミ、ゴキブリなどを駆除して台

所を清潔にし、まな板、ふきん、包丁などの調

理器具も常にきれいなものを使用することが大

事です。
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、
て
面
倒
く
さ

い
」
　
－
き
ゅ
う
く
つ
だ
」
　
－
安
へ
志
連

転
を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
・
人
だ
」
な

ど
と
敬
速
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
交
通
喉
故
の
際
に
あ
な
た
の
何
よ

り
6
有
効
な
“
命
綱
”
と
な
っ
．
て
く

れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
耽
伯
川
は
、
い

圭
や
運
転
操
作
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
肝
に
銘
じ
て
く

だ
さ
い
。

三
味
線
教
室

素
人
の
入
門
者
歓
迎

▽
毎
月
二
回
・
月
謝
四
、
○
○
○
円

（
鍵
壌
朧
舞
）

▽
講
師
　
島
田
淡
駒
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
川
崎
市
在
住
）
、

（
轍
鰹
雛
難
）

▽
民
謡
三
味
線
を
・
．
土
体
に
初
歩
か
ら

　
て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
。

▽
三
味
線
の
な
“
方
に
は
保
証
品
を

　
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
（
中
古
も
有
り
）

▽
申
し
込
み
先

　
山
岸
　
貞
雄
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
費
六
⊥
6
一
三

　
久
保
田
茂
作
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
費
六
－
三
一
二
七

〔9〕広報まつのやま

食品衛生週間

8月6日～12日

食中毒の大部分は細菌で起こる

　最近の食中毒統計によれば、全国で年問に約
1，000件σ）食1い毒Ij輩故が発生してい圭すQ原因と

なった物質が判明した‘lf故では、腸炎ビブリオ、

ブドウ球菌、サルモネラなどσ）食中毒菌が8刷

から9割を占めています。

夏場に多い食中毒

　夏場0）高温多湿といった気候は、これら細菌

の増殖1、二適しています。このため、7月、8月、

9月σ）3カ・月問に発生する食中毒は年慣1発生イ牛

数0）約6割を占めており、この時期は食品α）偉／

生的な取扱いに特に注意する必要があります。

食中毒予防の3原則
　一般にカビの生えた食晶や腐ったものを食べ

なければ食中毒にはならないと思われています

が、食中毒細菌は増殖しても色やにおいに変化

はなく、知らずに食べて発病する場合がほとん

どです。

　したが一）て、食中毒を予防するためには次の

ようなことが・応要です。

①細菌を食品に付着させないこと。

②r旧に食べること。

③殺菌α）ため、十分に加熱し、保存する場合は

必ず10度以ドで冷蔵しておくこと。

　これをまとめて食中毒予防σ）3原IIり①清潔、

②じん速、③加熱または冷却とし・っています。

食中毒予防のポイント

　腸炎ビブリオは、夏場に日本近海でとれる魚

介類には必ず付着しているので、水でよく洗い、

，ilI昼，1理したらすぐに食べること。

　ブドウ球菌は、身体の表面や！1・，1しα）中に付着し

ている0）でrをよく洗うこと。

　サルモネラは、生肉などに付着しているので

よく加熱すること。これらが、食中毒予防のボ

イントです。、

　さらに、ネズミ、ゴキブリなどを駆除して台

所を清潔にし、まな板、ふきん、包丁などの調

理器具も常にきれいなものを使用することが大

事です。



ー
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成
人
式

　
　
　
　
．
　
8
月
1
4
日

　
成
人
の
日
と
い
う
と
一
月
十
五
日

と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
都
会
な
ど
で

は
こ
の
日
成
人
式
を
行
な
い
は
な
や

か
に
報
導
さ
れ
て
い
る
が
、
豪
雪
地

で
あ
る
松
之
山
で
は
若
者
が
帰
省
す

る
お
盆
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
お
盆
の
成
人
式
は
出
席
率
も
よ
く

町
の
夏
季
行
事
の
一
つ
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

　
今
年
の
該
当
者
は
昭
和
三
十
九
年

四
月
こ
日
か
ら
四
十
年
四
月
一
日
生

れ
ま
で
の
八
十
九
人
。

▽
日
時
・
八
月
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

▽
場
所
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
大
会

　
　
　
　
　
　
9
月
8
日

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
と
青
少
年
の
交
流
を
深

め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
町
青
少
年
育
成

町
民
会
識
・
町
公
民
館
の
主
催
に
よ

り
、
第
二
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
る
。

　
チ
ー
ム
の
構
成
は
、
親
が
五
人
以

内
、
中
学
生
三
人
以
内
、
残
り
は
小

学
生
の
一
チ
ー
ム
十
五
人
以
内
。
試

合
は
五
イ
ニ
ン
グ
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
、
参
加
の
申
し
込
み
と
詳
細
は
町

公
民
館
へ
。

▽
期
日
．
九
月
八
日
（
土
）
午
後

▽
会
場
・
町
民
グ
ラ
ン
ド

屋外膝告物の講習会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
8
月
2
2
日

　
近
年
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
こ

と
か
ら
、
町
教
育
委
員
会
・
町
公
民

館
で
は
、
第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
八
月
二
十
二
日
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人

口
の
拡
大
と
、
町
内
愛
好
者
の
親
ぼ

く
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
町
内

老
人
ク
ラ
プ
を
対
象
に
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
行
わ
れ
る
。

▽
期
日
・
八
月
二
十
二
日
（
水
）

　
（
雨
天
の
場
合
八
月
二
十
四
目
）

▽
時
間
．
八
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

▽
会
場
・
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
屋
外
広
告
業
を
営
む
者
は
、
県
条

　
　
例
の
規
定
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
講

　
　
習
会
修
了
者
等
の
設
置
が
必
要
で
す
。

で
こ
の
た
め
、
、
県
で
塵
外
広
告
物

市
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て
も

潟
ら
う
た
め
に
響
会
を
欄
催
し
ま
す
．

新
申
込
手
続
は
、
八
月
二
＋
七
日
ま

　
㍉
で
に
、
新
潟
市
学
校
町
通
｝
番
町
、

目
新
潟
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
。

3
▽
期
旧
．
九
曇
百
（
月
）

月
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

9
▽
場
所
・
新
潟
市
学
校
町
導
蕃
町

　
　
　
　
　
　
平
安
閣

〈権相嚇翻設
♀月3日　自然体養村センタr

㌦
　
町
、
法
務
局
、
．
弐
権
擁
護
委
員
協

』
議
会
の
孟
撰
鍵
藤
鋤
議
無
料
人
権
相

、
談
斯
が
開
殼
さ
れ
ま
す
。

ザ
、
講
人
権
侵
讐
帰
轟
地
・
建
物
画
相
続
？

蓄
狽
篶
轄
償
灘
そ
の
地
法
律
閥
題
で
困

擁
。
？
《
、
》
講
労
侭
欝
還
慮
な
ぐ
ご
相
談

記
．
《
粟
潔
懲
塊
減

醗
嚢
叢
攣
A
む
ず
か
し
い
手

・
続
も
“
箆
灘
紬
ん
溌
相
談
内
容
の
秘

密
は
絶
対
に
守
疹
、
れ
濠
す
。

【
、
▽
と
き
．
・
九
皐
百
（
周
）

　
一
午
前
汗
時
か
嚇
牟
後
戴
時
豫
肇
洞
』

．
∀
北
輪
輪
鶏
葱
鶏
撚
秣
遷
蒋
搬
．
諏
嫁
3
》

電
鱗
ム

　
電
話
機
等
は
、
電
話
局
の
他
、
デ

パ
ー
ト
等
で
も
多
彩
な
商
品
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
市
販
商

品
に
つ
い
て
は
電
話
回
線
に
接
続
し

使
用
し
た
場
合
、
設
備
や
通
話
等
に

支
障
が
な
い
か
を
審
査
し
、
認
定
さ

れ
た
商
品
に
は
認
定
マ
ー
ク
を
表
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
電
電
公
社
以
外
の
電
話
機
等
を
、

ご
利
用
に
な
る
場
合
は
こ
の
認
定
マ

ー
ク
の
あ
る
商
品
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

　
最
近
、
当
町
内
で
販
売
さ
れ
た
、

無
線
電
話
機
に
つ
い
て
は
、
通
話
料

の
あ
る
商
品
を

金
に
関
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
生
ず
る
恐

れ
が
あ
り
、
現
在
ま
だ
認
定
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
市
販
品
を
電
話
機
等
に
接

続
す
る
と
き
は
、
書
類
に
よ
り
事
前

に
お
届
け
が
必
要
で
す
し
、
工
事
に

つ
い
て
も
工
事
担
任
者
（
有
資
格
者
）

に
訴
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
未
認
定
の
電
話
機
や
無
届
け
の

電
話
機
を
ご
使
用
の
と
き
は
、
蚊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

は
ず
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

　
　
　
（
松
之
山
電
報
電
話
局
）

月は、、、

蹄をまもる月藺

　
　
八
月
は
「
道
路
を
ま
も
薫
月
闘
艦
梱

　
で
ず
過
時
代
の
流
れ
妻
必
も
濃
鷺
道
．

路
の
墾
養
響
、
叢
藷
婁

・
、
艦
、
今
で
ほ
説
O
誌
書
蕩
引
シ

章
≧
情
報
活
勲
伽
鵠
薯
レ
《
臓
も

F
ち
乃
協
の
莚
と
、
漸
都
備
で
躰
防
災
鐙

間
鑑
し
て
も
晒
．
記
く
脚
選
殺
割
薯
銀
う
．

奪
餐
潔
嚢
勲
黛
書
・
ゼ

お
鷺
態
馨
噸
．
お
も
燦

ち
の
社
心
鱗
生
活
竈
皿
簗
巌
悩
ゆ
養
で
あ
冨

る
こ
と
に
変
わ
裁
ほ
む
轄
ま
懸
ん
。
－

疑
曇
』
違

　
今
年
度
の
正
式
な
国
保
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
国
保
税
の
「
本

算
定
」
と
い
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

前
年
分
の
所
得
や
固
定
資
産
税
な
ど

を
「
賦
課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
前
年
度
の
所
得
が
決
定
す

る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は
、

暫
定
保
険
税
と
し
て
、
前
年
度
の
保

険
税
の
十
二
分
の
一
の
額
を
月
額
と

し
て
い
ま
し
た
。

正式な税率が決定

保
険
税
は
七
月
か
ら

　
　
　
　
　
精
算
額
で

　
「
本
算
定
賦
課
」
に
よ
る
保
険
税

は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
税
率
を

定
め
ま
す
。
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

三
か
月
間
の
暫
定
保
険
税
を
差
引
い

て
、
七
月
以
降
の
保
険
税
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
税
率
を
決
め

る
税
率
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
こ

れ
ら
の
四
つ
の
合
計
額
が
、
今
年
度

の
保
険
税
で
す
。

賦
課
最
高
限
度
額
は

　
　
　
　
　
　
訪
万
円
に

　
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
主
に
一

括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算
定
は
世

帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お
よ
び
加
入

者
の
所
得
、
資
産
に
つ
い
て
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
帯
主
が

加
入
者
で
な
い
場
合
（
擬
制
世
帯
）
は
、

世
帯
主
の
分
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
一
世
帯
当
た
り
の
年
間
保
険

税
の
最
高
限
度
額
は
、
六
月
の
議
会

で
二
十
八
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
税
の
割
引
き
制
度

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
保
険
税

が
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
割
引
き
の
額
、

条
件
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
割
引
き
は
、
所
得
の

申
告
が
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
係
で
も
所
得
の
照
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
必
ず
申
告
し

て
下
さ
い
。

保険税の割引き

前年中の所得が26万円以干

の世帯　　　　（6割引き）

※加入者1人につき

　　　　　　　　6，696円

※世帯当たり　　8，580円

前年中の所得が世帯主26万

円と加入者1人につき19万

円ずつ引いていくと所得が

なくなる世帯（4割引き）

※加入者1人につき

　　　　　　　　4，464円

※世帯当たり　　5，720円

〔11〕広報まつのやま

59年度国民健康保険税率

区　分 税　　　　　　　　率

所得割 所得金額10，000円について　　　　　　438円

資産税 固定資産税（土地・家屋）額10，000
　について　　　　　　　　　　　　　　4，095円

均等割 加入者1人について　　　　　　　　11，740円

平等割 1世帯について　　　　　　　　　　14，900円

保険税の算定方法

　
次
に
揚
げ
た
例
は
、
国
保
に
三
人

加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
五
十
八

年
の
三
人
の
所
得
合
計
額
が
百
三
十

一
万
円
、
五
十
九
年
度
の
固
定
資
産

税
額
が
四
万
七
千
円
と
い
う
世
帯
の

も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
税
率
を
か

け
、
均
等
割
と
平
等
割
を
合
算
し
て

出
て
き
た
年
間
保
険
税
は
十
二
万
七

千
六
十
円
で
す
。
四
か
ら
六
月
の
三

か
月
で
三
万
六
百
円
を
納
め
て
い
ま

す
の
で
、
残
り
の
九
万
四
千
六
十
円

を
九
か
月
で
割
っ
た
も
の
が
精
算
後

の
月
額
保
険
税
に
な
り
ま
す
。
　
（
七

月
は
端
数
整
理
）

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し

い
こ
と
は
、
住
民
課
、
福
祉
係
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税算定萌細

所　　　　得　　　　割 均　等　割
所　得　金　額 税　率 所得割額　　1人×　ll740

　　　　円

1315937
4．38 　　円　　　　　　　　　　　円

57638　　　35220100
資 産』　　　割 平　等　割

固定資産税額 税　　率 資産割額　世帯当り14900
　　円
47150

40．95 　　円　　　　　　　　　　　円

19307　　　14900100
算出年税額

条例による減額分
限度超過額

異動による
調　整　額均等割分 平等割分

　　　円

127065

円 円 円 円

確定年税額 既納額 差引納付額 期別の納付額
7月分納付額　次期以降毎期の鮒額

　　　円

127060
　　　円

30600
　　　円

96460
　　円　　　　　　　　　　　円

10860　　　　10700
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成
人
式

　
　
　
　
．
　
8
月
1
4
日

　
成
人
の
日
と
い
う
と
一
月
十
五
日

と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
都
会
な
ど
で

は
こ
の
日
成
人
式
を
行
な
い
は
な
や

か
に
報
導
さ
れ
て
い
る
が
、
豪
雪
地

で
あ
る
松
之
山
で
は
若
者
が
帰
省
す

る
お
盆
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
お
盆
の
成
人
式
は
出
席
率
も
よ
く

町
の
夏
季
行
事
の
一
つ
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

　
今
年
の
該
当
者
は
昭
和
三
十
九
年

四
月
こ
日
か
ら
四
十
年
四
月
一
日
生

れ
ま
で
の
八
十
九
人
。

▽
日
時
・
八
月
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

▽
場
所
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
大
会

　
　
　
　
　
　
9
月
8
日

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
と
青
少
年
の
交
流
を
深

め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
町
青
少
年
育
成

町
民
会
識
・
町
公
民
館
の
主
催
に
よ

り
、
第
二
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
か
れ
る
。

　
チ
ー
ム
の
構
成
は
、
親
が
五
人
以

内
、
中
学
生
三
人
以
内
、
残
り
は
小

学
生
の
一
チ
ー
ム
十
五
人
以
内
。
試

合
は
五
イ
ニ
ン
グ
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
、
参
加
の
申
し
込
み
と
詳
細
は
町

公
民
館
へ
。

▽
期
日
．
九
月
八
日
（
土
）
午
後

▽
会
場
・
町
民
グ
ラ
ン
ド

屋外膝告物の講習会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
8
月
2
2
日

　
近
年
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
こ

と
か
ら
、
町
教
育
委
員
会
・
町
公
民

館
で
は
、
第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
八
月
二
十
二
日
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人

口
の
拡
大
と
、
町
内
愛
好
者
の
親
ぼ

く
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
町
内

老
人
ク
ラ
プ
を
対
象
に
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
行
わ
れ
る
。

▽
期
日
・
八
月
二
十
二
日
（
水
）

　
（
雨
天
の
場
合
八
月
二
十
四
目
）

▽
時
間
．
八
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

▽
会
場
・
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
屋
外
広
告
業
を
営
む
者
は
、
県
条

　
　
例
の
規
定
に
よ
り
、
屋
外
広
告
物
講

　
　
習
会
修
了
者
等
の
設
置
が
必
要
で
す
。

で
こ
の
た
め
、
、
県
で
塵
外
広
告
物

市
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て
も

潟
ら
う
た
め
に
響
会
を
欄
催
し
ま
す
．

新
申
込
手
続
は
、
八
月
二
＋
七
日
ま

　
㍉
で
に
、
新
潟
市
学
校
町
通
｝
番
町
、

目
新
潟
県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
。

3
▽
期
旧
．
九
曇
百
（
月
）

月
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

9
▽
場
所
・
新
潟
市
学
校
町
導
蕃
町

　
　
　
　
　
　
平
安
閣

〈権相嚇翻設
♀月3日　自然体養村センタr

㌦
　
町
、
法
務
局
、
．
弐
権
擁
護
委
員
協

』
議
会
の
孟
撰
鍵
藤
鋤
議
無
料
人
権
相

、
談
斯
が
開
殼
さ
れ
ま
す
。

ザ
、
講
人
権
侵
讐
帰
轟
地
・
建
物
画
相
続
？

蓄
狽
篶
轄
償
灘
そ
の
地
法
律
閥
題
で
困

擁
。
？
《
、
》
講
労
侭
欝
還
慮
な
ぐ
ご
相
談

記
．
《
粟
潔
懲
塊
減

醗
嚢
叢
攣
A
む
ず
か
し
い
手

・
続
も
“
箆
灘
紬
ん
溌
相
談
内
容
の
秘

密
は
絶
対
に
守
疹
、
れ
濠
す
。

【
、
▽
と
き
．
・
九
皐
百
（
周
）

　
一
午
前
汗
時
か
嚇
牟
後
戴
時
豫
肇
洞
』

．
∀
北
輪
輪
鶏
葱
鶏
撚
秣
遷
蒋
搬
．
諏
嫁
3
》

電
鱗
ム

　
電
話
機
等
は
、
電
話
局
の
他
、
デ

パ
ー
ト
等
で
も
多
彩
な
商
品
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
市
販
商

品
に
つ
い
て
は
電
話
回
線
に
接
続
し

使
用
し
た
場
合
、
設
備
や
通
話
等
に

支
障
が
な
い
か
を
審
査
し
、
認
定
さ

れ
た
商
品
に
は
認
定
マ
ー
ク
を
表
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
電
電
公
社
以
外
の
電
話
機
等
を
、

ご
利
用
に
な
る
場
合
は
こ
の
認
定
マ

ー
ク
の
あ
る
商
品
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

　
最
近
、
当
町
内
で
販
売
さ
れ
た
、

無
線
電
話
機
に
つ
い
て
は
、
通
話
料

の
あ
る
商
品
を

金
に
関
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
生
ず
る
恐

れ
が
あ
り
、
現
在
ま
だ
認
定
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
市
販
品
を
電
話
機
等
に
接

続
す
る
と
き
は
、
書
類
に
よ
り
事
前

に
お
届
け
が
必
要
で
す
し
、
工
事
に

つ
い
て
も
工
事
担
任
者
（
有
資
格
者
）

に
訴
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
未
認
定
の
電
話
機
や
無
届
け
の

電
話
機
を
ご
使
用
の
と
き
は
、
蚊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

は
ず
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

　
　
　
（
松
之
山
電
報
電
話
局
）

月は、、、

蹄をまもる月藺

　
　
八
月
は
「
道
路
を
ま
も
薫
月
闘
艦
梱

　
で
ず
過
時
代
の
流
れ
妻
必
も
濃
鷺
道
．

路
の
墾
養
響
、
叢
藷
婁

・
、
艦
、
今
で
ほ
説
O
誌
書
蕩
引
シ

章
≧
情
報
活
勲
伽
鵠
薯
レ
《
臓
も

F
ち
乃
協
の
莚
と
、
漸
都
備
で
躰
防
災
鐙

間
鑑
し
て
も
晒
．
記
く
脚
選
殺
割
薯
銀
う
．

奪
餐
潔
嚢
勲
黛
書
・
ゼ

お
鷺
態
馨
噸
．
お
も
燦

ち
の
社
心
鱗
生
活
竈
皿
簗
巌
悩
ゆ
養
で
あ
冨

る
こ
と
に
変
わ
裁
ほ
む
轄
ま
懸
ん
。
－

疑
曇
』
違

　
今
年
度
の
正
式
な
国
保
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
国
保
税
の
「
本

算
定
」
と
い
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

前
年
分
の
所
得
や
固
定
資
産
税
な
ど

を
「
賦
課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
前
年
度
の
所
得
が
決
定
す

る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
は
、

暫
定
保
険
税
と
し
て
、
前
年
度
の
保

険
税
の
十
二
分
の
一
の
額
を
月
額
と

し
て
い
ま
し
た
。

正式な税率が決定

保
険
税
は
七
月
か
ら

　
　
　
　
　
精
算
額
で

　
「
本
算
定
賦
課
」
に
よ
る
保
険
税

は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
税
率
を

定
め
ま
す
。
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

三
か
月
間
の
暫
定
保
険
税
を
差
引
い

て
、
七
月
以
降
の
保
険
税
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
税
率
を
決
め

る
税
率
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
こ

れ
ら
の
四
つ
の
合
計
額
が
、
今
年
度

の
保
険
税
で
す
。

賦
課
最
高
限
度
額
は

　
　
　
　
　
　
訪
万
円
に

　
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
主
に
一

括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算
定
は
世

帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お
よ
び
加
入

者
の
所
得
、
資
産
に
つ
い
て
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
帯
主
が

加
入
者
で
な
い
場
合
（
擬
制
世
帯
）
は
、

世
帯
主
の
分
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
一
世
帯
当
た
り
の
年
間
保
険

税
の
最
高
限
度
額
は
、
六
月
の
議
会

で
二
十
八
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
税
の
割
引
き
制
度

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
保
険
税

が
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
割
引
き
の
額
、

条
件
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
割
引
き
は
、
所
得
の

申
告
が
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
係
で
も
所
得
の
照
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
必
ず
申
告
し

て
下
さ
い
。

保険税の割引き

前年中の所得が26万円以干

の世帯　　　　（6割引き）

※加入者1人につき

　　　　　　　　6，696円

※世帯当たり　　8，580円

前年中の所得が世帯主26万

円と加入者1人につき19万

円ずつ引いていくと所得が

なくなる世帯（4割引き）

※加入者1人につき

　　　　　　　　4，464円

※世帯当たり　　5，720円

〔11〕広報まつのやま

59年度国民健康保険税率

区　分 税　　　　　　　　率

所得割 所得金額10，000円について　　　　　　438円

資産税 固定資産税（土地・家屋）額10，000
　について　　　　　　　　　　　　　　4，095円

均等割 加入者1人について　　　　　　　　11，740円

平等割 1世帯について　　　　　　　　　　14，900円

保険税の算定方法

　
次
に
揚
げ
た
例
は
、
国
保
に
三
人

加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
五
十
八

年
の
三
人
の
所
得
合
計
額
が
百
三
十

一
万
円
、
五
十
九
年
度
の
固
定
資
産

税
額
が
四
万
七
千
円
と
い
う
世
帯
の

も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
税
率
を
か

け
、
均
等
割
と
平
等
割
を
合
算
し
て

出
て
き
た
年
間
保
険
税
は
十
二
万
七

千
六
十
円
で
す
。
四
か
ら
六
月
の
三

か
月
で
三
万
六
百
円
を
納
め
て
い
ま

す
の
で
、
残
り
の
九
万
四
千
六
十
円

を
九
か
月
で
割
っ
た
も
の
が
精
算
後

の
月
額
保
険
税
に
な
り
ま
す
。
　
（
七

月
は
端
数
整
理
）

　
な
お
、
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し

い
こ
と
は
、
住
民
課
、
福
祉
係
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税算定萌細

所　　　　得　　　　割 均　等　割
所　得　金　額 税　率 所得割額　　1人×　ll740

　　　　円

1315937
4．38 　　円　　　　　　　　　　　円

57638　　　35220100
資 産』　　　割 平　等　割

固定資産税額 税　　率 資産割額　世帯当り14900
　　円
47150

40．95 　　円　　　　　　　　　　　円

19307　　　14900100
算出年税額

条例による減額分
限度超過額

異動による
調　整　額均等割分 平等割分

　　　円

127065

円 円 円 円

確定年税額 既納額 差引納付額 期別の納付額
7月分納付額　次期以降毎期の鮒額

　　　円

127060
　　　円

30600
　　　円

96460
　　円　　　　　　　　　　　円

10860　　　　10700
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お
酒
や
品
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
る
税
金

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
お
酒
に
か

か
る
酒
税
や
物
品
に
か
か
る
物
・
四
税

な
ど
の
問
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、

ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
酒
税
法
で
い
う
酒
類
と
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末
酒
の
よ

う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度

以
上
の
飲
料
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
、

ゴ
ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー

な
ど
比
較
的
ぜ
い

た
く
な
装
飾
品
、

娯
楽
用
品
、
便
益

性
の
高
い
物
品
な

な
ど
に
か
か
る
税

金
で
す
。
，

　
こ
れ
ら
の
税
金

は
、
お
酒
や
品
物

の
価
格
に
含
ま
れ

れ
て
い
ま
す
の
で
、

最
終
的
に
は
、
消

費
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

主なお、酒に含まれている税金

酒税額「
　　　　　　　4

　1，0961ll　　＿
　　5・3円閣
　　　1941一ll　　59

　　　151μ」　　｛事

1，595円』角

　　793円　 末

　　讐型」崔

畠
聾
｝ 一　i
冗璽藍⊥

2．73。円1

T
レお酒の種類「

舗章嶽1：馴1瀦：月
　清酒2級（L8尼）i　l，380円1
　ビ　　　ー　　　ノレ　　　（633m尼）　　　　　　　3101I　l　　l

ウィスキー特級（76・m£》3・17・μ11

L；擁二遡1糊L”lll凹
（i．i三）　小売価格は、代表的な商品の一一般的な価格です。

大
見
勝
平
さ
ん
の

　
　
　
　
　
叙
勲
祝
賀
会
開
か
れ
る

　
春
の
叙
勲
で
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
ド
蝦
池
の
大
見
勝
平
さ
ん
（
七

十
二
歳
）
力
　
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
叙
勲
祝
賀
会
が
七
月
二
十
ニ

ョ
、
松
之
出
温
泉
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
で

約
七
十
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
用

＞
ン

　
明
る
い
選
挙
啓
発
用
の
マ
ン
ガ
を

財
団
法
人
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

と
自
治
省
の
主
催
で
募
集
し
て
い
る
。

　
テ
ー
マ
は
、
最
近
の
選
挙
に
お
い

て
感
じ
た
こ
と
、
有
権
者
と
し
て
の

心
構
え
、
立
候
補
者
へ
の
希
望
や
批

判
、
あ
る
い
は
理
想
的
な
選
挙
、
政

治
の
構
想
図
な
ど
を
内
容
と
し
た
も

の
で
、
｝
党
一
派
に
片
寄
ら
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
図
柄
を
ズ
バ
リ
表
現
す
る

言
葉
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
も
よ
い
。
た

だ
し
、
現
在
は
「
明
る
い
選
挙
の
こ

と
を
公
明
選
挙
、
明
る
く
正
し
い
選

挙
と
い
う
用
語
は
用
い
て
い
な
い
た

め
、
画
の
中
や
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
等
に

「
公
明
」
　
「
明
正
」
の
文
字
は
使
用

し
な
い
こ
と
。

み
募
集

　
規
格
は
、
白
ケ
ン
ト
紙
B
五
判
の

大
き
さ
以
内
で
、
縦
・
横
は
自
由
。

画
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
一
コ
マ
か

ら
四
コ
マ
ま
で
（
例
え
ば
一
コ
マ
、

ニ
コ
マ
、
三
コ
マ
、
四
コ
マ
で
も
結

構
）
作
品
は
黒
一
色
と
し
、
ペ
ン
・

サ
イ
ン
ペ
ン
・
筆
の
使
用
は
随
意
で

す
。▽

締
切

　
九
月
三
十
口
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
先

02

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
ー
四

〒
　
ー
三
　
麹
町
会
館
内

　
財
団
法
人
・
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

　
　
マ
ン
ガ
作
品
募
集
係

▽
賞

　
優
秀
－
五
点
・
賞
状
と
賞
金
十
万
円

　
入
選
－
十
点
・
賞
状
と
賞
金
五
万
円

　
佳
作
－
百
点
・
賞
状
と
記
念
品
　
等

　
大
見
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
か

ら
十
八
年
問
収
入
役
を
、
四
十
年
か

ら
十
二
年
間
助
役
を
務
め
ら
れ
、
三

十
年
間
町
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。　

温
厚
誠
実
な
性
格
と
卓
抜
な
る
識

見
と
指
導
力
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
町
民
の
信
望
を
得
て
い
ま
す
。

室囲碁教
有段を目指し

（蜷、、灘轡9段）

　白先活　5手まで
●ヒント…広げず二眼作る要領。

　5分で1級　2分で有段者

NHK学園

社
会
通
信
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
を
募
集

　
N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
秋
の
「
社
会
通
信
講
座
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も

自
宅
に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ

い
時
間
に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
学
べ

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
講
座
は
書
道
・
硬
筆
・
母
と
子
の

硬
筆
・
簿
記
・
俳
句
・
短
歌
・
古
典
・

文
章
・
絵
画
・
囲
碁
・
英
語
・
数
学
・

国
語
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
・
楽
し
い

書
き
方
の
十
五
講
座
四
十
コ
ー
ス
で
、

自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー
ス
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
学
習
が
修
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進

み
方
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に

と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

▽
受
付
期
間

　
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
お
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、
左
記

　
へ
講
座
名
と
氏
名
・
住
所
・
電
話

　
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
ご
請
求

　
く
だ
さ
い
（
案
内
書
は
無
料
で
す
）

　
東
京
都
国
立
市

駈
　
　
　
　
　
富
士
見
台
二
－
三
六

〒
　
N
H
K
学
園
C
T
係

　
　
費
〇
四
雪
－
茎
－
三
一
五
一

に
せ
税
務
署
員
に

　
　
　
　
　
ご
注
意

　
最
近
「
新
設
法
人
の
税
務
指
導
に

来
た
」
　
「
税
務
署
か
ら
来
た
」
な
ど

と
、
い
か
に
も
税
務
署
員
ら
し
い
態

度
で
税
務
関
係
の
出
版
物
を
売
り
付

け
た
り
、
入
会
金
や
研
修
会
費
あ
る

い
は
購
読
料
を
要
求
す
る
悪
質
な
出

版
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横
行
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
．
こ
注
意
く
だ
さ

い
。

　
税
務
署
で
は
、
出
版
物
の
訪
問
販

売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
税

務
署
員
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持
っ

て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
？
と
思
っ

た
ら
税
務
署
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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▽
産
第
九
号
・
湯
之
島
地
区
農
道
整

　
備
第
五
次
工
事
　
　
　
二
〇
六
m

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
一
〇
万
円

▽
産
第
十
号
・
天
水
越
用
地
確
定
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量
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ワ
コ
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ル
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八
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万
円

▽
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第
十
一
号
・
県
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農
業
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産
基

　
盤
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備
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地
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確
定
測
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十
日
町
測
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二
二
万
円

▽
産
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十
三
号
・
上
蝦
池
集
落
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発
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ー
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設
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事
　
一
二
四
㎡
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業
　
一
、
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円

▽
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九
〇
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万
円
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遺
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会
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会

ス
キ
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会
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合
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会
議

献
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松
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世
帯
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三
〇
九



ー
虫
ー

広報まつのやま〔12〕

お
酒
や
品
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
る
税
金

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
お
酒
に
か

か
る
酒
税
や
物
品
に
か
か
る
物
・
四
税

な
ど
の
問
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、

ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
酒
税
法
で
い
う
酒
類
と
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末
酒
の
よ

う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度

以
上
の
飲
料
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
、

ゴ
ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー

な
ど
比
較
的
ぜ
い

た
く
な
装
飾
品
、

娯
楽
用
品
、
便
益

性
の
高
い
物
品
な

な
ど
に
か
か
る
税

金
で
す
。
，

　
こ
れ
ら
の
税
金

は
、
お
酒
や
品
物

の
価
格
に
含
ま
れ

れ
て
い
ま
す
の
で
、

最
終
的
に
は
、
消

費
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

主なお、酒に含まれている税金

酒税額「
　　　　　　　4

　1，0961ll　　＿
　　5・3円閣
　　　1941一ll　　59

　　　151μ」　　｛事

1，595円』角

　　793円　 末

　　讐型」崔

畠
聾
｝ 一　i
冗璽藍⊥

2．73。円1

T
レお酒の種類「

舗章嶽1：馴1瀦：月
　清酒2級（L8尼）i　l，380円1
　ビ　　　ー　　　ノレ　　　（633m尼）　　　　　　　3101I　l　　l

ウィスキー特級（76・m£》3・17・μ11

L；擁二遡1糊L”lll凹
（i．i三）　小売価格は、代表的な商品の一一般的な価格です。

大
見
勝
平
さ
ん
の

　
　
　
　
　
叙
勲
祝
賀
会
開
か
れ
る

　
春
の
叙
勲
で
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
ド
蝦
池
の
大
見
勝
平
さ
ん
（
七

十
二
歳
）
力
　
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
叙
勲
祝
賀
会
が
七
月
二
十
ニ

ョ
、
松
之
出
温
泉
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
で

約
七
十
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
用

＞
ン

　
明
る
い
選
挙
啓
発
用
の
マ
ン
ガ
を

財
団
法
人
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

と
自
治
省
の
主
催
で
募
集
し
て
い
る
。

　
テ
ー
マ
は
、
最
近
の
選
挙
に
お
い

て
感
じ
た
こ
と
、
有
権
者
と
し
て
の

心
構
え
、
立
候
補
者
へ
の
希
望
や
批

判
、
あ
る
い
は
理
想
的
な
選
挙
、
政

治
の
構
想
図
な
ど
を
内
容
と
し
た
も

の
で
、
｝
党
一
派
に
片
寄
ら
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
図
柄
を
ズ
バ
リ
表
現
す
る

言
葉
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
も
よ
い
。
た

だ
し
、
現
在
は
「
明
る
い
選
挙
の
こ

と
を
公
明
選
挙
、
明
る
く
正
し
い
選

挙
と
い
う
用
語
は
用
い
て
い
な
い
た

め
、
画
の
中
や
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
等
に

「
公
明
」
　
「
明
正
」
の
文
字
は
使
用

し
な
い
こ
と
。

み
募
集

　
規
格
は
、
白
ケ
ン
ト
紙
B
五
判
の

大
き
さ
以
内
で
、
縦
・
横
は
自
由
。

画
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
一
コ
マ
か

ら
四
コ
マ
ま
で
（
例
え
ば
一
コ
マ
、

ニ
コ
マ
、
三
コ
マ
、
四
コ
マ
で
も
結

構
）
作
品
は
黒
一
色
と
し
、
ペ
ン
・

サ
イ
ン
ペ
ン
・
筆
の
使
用
は
随
意
で

す
。▽
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（
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消
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▽
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五
点
・
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状
と
賞
金
十
万
円

　
入
選
－
十
点
・
賞
状
と
賞
金
五
万
円

　
佳
作
－
百
点
・
賞
状
と
記
念
品
　
等

　
大
見
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
か

ら
十
八
年
問
収
入
役
を
、
四
十
年
か

ら
十
二
年
間
助
役
を
務
め
ら
れ
、
三

十
年
間
町
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。　

温
厚
誠
実
な
性
格
と
卓
抜
な
る
識

見
と
指
導
力
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
町
民
の
信
望
を
得
て
い
ま
す
。

室囲碁教
有段を目指し

（蜷、、灘轡9段）

　白先活　5手まで
●ヒント…広げず二眼作る要領。

　5分で1級　2分で有段者

NHK学園

社
会
通
信
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
を
募
集

　
N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
秋
の
「
社
会
通
信
講
座
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も

自
宅
に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ

い
時
間
に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
学
べ

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
講
座
は
書
道
・
硬
筆
・
母
と
子
の

硬
筆
・
簿
記
・
俳
句
・
短
歌
・
古
典
・

文
章
・
絵
画
・
囲
碁
・
英
語
・
数
学
・

国
語
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
・
楽
し
い

書
き
方
の
十
五
講
座
四
十
コ
ー
ス
で
、

自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー
ス
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
学
習
が
修
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進

み
方
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に

と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

▽
受
付
期
間

　
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
お
近
く
の
N
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K
ま
た
は
、
左
記

　
へ
講
座
名
と
氏
名
・
住
所
・
電
話

　
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
ご
請
求

　
く
だ
さ
い
（
案
内
書
は
無
料
で
す
）

　
東
京
都
国
立
市

駈
　
　
　
　
　
富
士
見
台
二
－
三
六

〒
　
N
H
K
学
園
C
T
係

　
　
費
〇
四
雪
－
茎
－
三
一
五
一

に
せ
税
務
署
員
に

　
　
　
　
　
ご
注
意

　
最
近
「
新
設
法
人
の
税
務
指
導
に

来
た
」
　
「
税
務
署
か
ら
来
た
」
な
ど

と
、
い
か
に
も
税
務
署
員
ら
し
い
態

度
で
税
務
関
係
の
出
版
物
を
売
り
付

け
た
り
、
入
会
金
や
研
修
会
費
あ
る

い
は
購
読
料
を
要
求
す
る
悪
質
な
出

版
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横
行
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
．
こ
注
意
く
だ
さ

い
。

　
税
務
署
で
は
、
出
版
物
の
訪
問
販

売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
税

務
署
員
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持
っ

て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
？
と
思
っ

た
ら
税
務
署
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　入
　札

　結
7“果

眉

▽
産
第
九
号
・
湯
之
島
地
区
農
道
整

　
備
第
五
次
工
事
　
　
　
二
〇
六
m

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
一
〇
万
円

▽
産
第
十
号
・
天
水
越
用
地
確
定
測

　
量

　
ナ
ル
サ
ワ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
万
円

▽
産
第
十
一
号
・
県
単
農
業
生
産
基

　
盤
整
備
・
曽
根
地
区
確
定
測
量

　
十
日
町
測
量
　
　
　
　
二
二
万
円

▽
産
第
十
三
号
・
上
蝦
池
集
落
開
発

　
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
　
一
二
四
㎡

　
カ
ン
エ
ツ
興
業
　
一
、
三
二
〇
万
円

▽
産
第
十
四
号
・
団
体
営
地
す
べ
り

　
関
連
、
狐
塚
地
区
ホ
場
整
備

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
九
〇
〇
万
円
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拡
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）
取
て
そ

辛
る
か
ら

地
図
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，
て
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、
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霧醤
＿グ
拶

塞
o
．

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
・
≡
　
　
》

　
　
　
せ
界
施
図
ε

　
　
　
　
　
｛
、
マ
　
　
！

　
　
　
　
　
　
章
ト
わ

　
　
　
　
　
　
そ

議
．
、

65日日98日日
16　14　12　10
日　日　日　日

27　26　25　24　20

日日日日日
3029
日　日

民
生
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・

評
議
員
会
、
年
金
委
員
会
議

消
防
地
域
別
演
習

ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

町
老
連
会
長
会
議

遺
族
会
代
議
員
会

ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

母
子
福
祉
会

議
会
総
民
・
教
育
委
員
合
同

会
議

献
血
（
松
里
地
区
）

防
除
班
長
会
議

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

事
業
所
健
康
診
断

身
障
者
会
議

農
業
委
員
会

町
民
体
育
大
会

農
家
基
本
台
帳
説
明
会

陵
隣
哨
劉

□
人
口
の
動
き〔

灘
麺

口
八
月
一
日
の
人
口

　
人
口
　
　
　
四
、
五
九
一
人

　
　
（
娚
・
重
薙
獄
）

　
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
三
〇
九
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夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
の
節
水
を

　
八
月
｝
日
は
「
水
の
臼
」
こ
の
H

か
ら
一
週
間
は
「
水
の
週
間
」
で
し

た
。
現
代
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
水

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
生
活
の
必

須
の
条
件
で
す
。

　
古
来
、
人
び
と
は
湧
き
水
や
川
の

あ
る
所
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
ち
ょ

っ
と
く
ら
い
の
ひ
で
り
で
は
、
飲
み

水
に
困
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
生
活

水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
都
市
部
で

は
、
多
量
の
水
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　・

水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
毎
H
の
暮

ら
し
や
農
業
、
工
業
な
ど
の
産
業
活

動
を
支
え
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
水
を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
夏
、

あ
ら
た
め
て
水
の
大
切
さ
を
考
え
、

節
度
あ
る
水
利
用
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

囲
碁
の
解
答

3』（5X　l

〈詰碁解答〉　臼1のコスミが

別々に眼を作る憩、所で、以ド

5まできれいに活。

旦
鋤
暮
ら
し
の
知
恵
献

商
品
の
使
い
方
と
安
全
性

　
S
G
マ
ー
ク
制
度
と
は
　
　
　
　
　
と
き
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要

良い設備

正しく使って明るい暮らし
主唱通産省電気使用安全月間8月1目》31日

　例年、感電によって負傷したり亡くなられる方は、全

国で相当の人数になっています。このいたましい感電死

傷事故をなくすよう、毎年8月に通産省の主唱のもとに

電気使用安全運動が全国一斉に行われます。

　電気災害を防止するには、不良の電気設備をなくし、

みんなで電気の取扱いに注意することが必要です。

／

＾（一◎◎／
ゆ■

飾東北電気保安協会No．

　
S
G
マ
ー
ク
制
度
は
、
消
費
者
の

皆
様
が
日
常
使
用
す
る
製
品
の
安
全

性
を
確
保
し
、
安
心
し
て
使
っ
て
い

た
だ
け
る
製
品
を
、
市
場
に
提
供
す

る
制
度
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
S
G
マ
；
ク
は
、
製

品
ご
と
に
認
定
基
準
を
定
め
、
適
合

し
た
製
品
に
の
み
S
G
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
基
準
は
、
最
終
的
に
は
通
商

産
業
大
臣
の
承
認
を
得
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
S
G
マ
ー
ク
製
品
は
、
厳
し
い
条

件
の
も
と
で
安
全
性
を
追
求
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
S
G
マ
ー

ク
製
品
で
も
全
く
事
故
が
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
S
G
マ
ー
ク
制
度
は
、

万
が
】
の
製
品
の
欠
陥
に
よ
る
事
故

に
対
し
て
、
消
費
者
保
護
の
立
場
か

ら
賠
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
が
起
こ
る
と
き

　
事
故
が
起
こ
る
原
因
は
、
製
品
そ

の
も
の
が
悪
く
て
起
こ
る
と
き
、
使

い
方
の
ま
ち
が
い
に
よ
っ
て
起
こ
る

因
が
重
な
り
あ
っ
て
起
こ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

　
製
品
そ
の
も
の
が
悪
く
て
事
故
が

起
こ
る
と
き
は
、
品
質
管
理
や
製
品

設
計
な
ど
の
改
善
を
す
る
こ
と
に
よ

り
技
術
的
に
、
そ
の
原
因
を
除
い
て

い
け
ま
す
が
、
使
い
方
の
ま
ち
が
い

に
よ
る
事
故
は
、
使
用
す
る
人
が
注

意
し
て
正
し
い
使
い
方
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
技
術
の
進
歩
は
、
製
品
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
機
能
面
の

便
利
性
は
、
構
造
面
を
複
雑
に
す
る

要
素
と
も
な
り
ま
す
。

　
複
雑
な
構
造
を
も
っ
た
も
の
は
、

安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
も
増
加
す

る
と
同
時
に
使
用
者
の
操
作
も
増
加

し
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、
使
い
方
を

よ
く
知
っ
て
お
か
な
い
と
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
取
扱
説
明
書

を
よ
く
読
ん
で
、
使
用
目
的
に
あ
っ

た
正
し
い
使
い
方
を
し
て
、
．
事
故
を

坊
ぎ
ま
し
ょ
う
。

、9849

広報

、

口発行。新潟県松之山町□電話。（02559）6－3131　□編集．議会事務局　□Nα103　昭和59年9月10日


